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「
兼
務
員
」
と
は
…
分
科
会
に
所

属
議
員
が
い
な
い
会
派
が
、
そ
の

分
科
会
に
お
い
て
質
疑
を
行
う
た

め
に
出
席
さ
せ
る
議
員
の
こ
と
。

…本市の市政を大きく左右する「予算」は、議会での審議の中でも最も重要な議案となります。平成 25 年度予算の審査においては、議長を除く全議員で構成される「予算特別委員会」を設置し、常任委員会を基調とする分科会により、各常任委員会が所管する部局別の審査を行いました。

水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

市民生活の安心と市民生活の安心と
地域の活力に力点を置いた予算を編成地域の活力に力点を置いた予算を編成
～平成 25 年度予算を原案のとおり可決～

固
定
資
産
税
の
滞
納
繰
越
分
に
お
け
る

歳
入
見
込
み
に
つ
い
て

問　
滞
納
繰
越
分
が
平
成
24
年
度
に
比

べ
て
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
徴
収
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
滞
納
者
と
早
期
に
接
触
し
、
担
税

力
の
あ
る
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
差
し

押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
と
と

も
に
、
差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
対

応
し
て
い
く
。
ま
た
、
23
年
度
お
よ
び

24
年
度
の
実
績
に
お
い
て
も
、
予
算
額

以
上
に
徴
収
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘

案
し
て
増
額
を
見
込
ん
だ
。

災
害
等
に
よ
る
戸
籍
の
滅
失
に
つ
い
て

問　
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
複
数
の

自
治
体
は
、
津
波
な
ど
の
被
害
に
よ
り

滅
失
し
た
戸
籍
を
、
管
轄
法
務
局
が
保

管
す
る
戸
籍
の
副
本
デ
ー
タ
な
ど
に
よ

り
再
製
で
き
た
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
市
区
町
村
と
管
轄
法
務
局
が
近
距

離
の
場
合
、
災
害
時
に
戸
籍
の
正
本
お

よ
び
副
本
が
同
時
に
滅
失
す
る
危
険
性

が
あ
り
、
全
国
的
に
防
止
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
市

の
場
合
、
副
本
は
横
浜
地
方
法
務
局
厚

木
支
局
に
保
管
し
て
い
る
た
め
、
関
西

地
方
の
法
務
局
に
デ
ー
タ
を
保
管
し
、

戸
籍
を
再
製
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い

く
。

防
災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
に
つ
い
て

問　
防
災
備
蓄
倉
庫
の
多
く
は
、
小
・

中
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
設
置

し
て
い
る
が
、
整
備
の
予
定
は
ど
の
よ

う
か
。

答　
23
カ
所
す
べ
て
の
避
難
所
に
防
災

備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
て
い
る
が
、
小
・

中
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
い
る

の
は
15
カ
所
で
あ
る
。
平
成
25
年
度
に

末
広
小
学
校
と
堀
川
小
学
校
に
整
備
す

る
が
、
今
後
も
学
校
と
調
整
を
図
り
進

め
て
い
き
た
い
。

消
防
南
分
署
へ
の
自
家
用
給
油
所
の
設

置
に
つ
い
て

問　
災
害
時
に
お
け
る
消
防
車
両
の
燃

料
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
自
家

用
給
油
所
を
南
分
署
に
設
置
す
る
が
、

効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
南
分
署
は
、
自
家
発
電
装
置
を
備

え
て
い
る
た
め
、
停
電
な
ど
の
影
響
を

受
け
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
消
防
職

員
は
危
険
物
取
扱
者
の
資
格
を
消
防
学

校
で
取
得
す
る
た
め
、
燃
料
の
取
り
扱

い
が
で
き
、
24
時
間
の
給
油
が
可
能
で

あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
石
油
商
組
合
と

の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に
優
先
的
に

給
油
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
万
全
な
消

防
・
防
災
体
制
の
充
実
が
図
れ
る
。

新
東
名
高
速
道
路
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
（
仮
称
）
に
つ
い
て

要
望　
新
東
名
高
速
道
路
開
通
に
よ
る

波
及
効
果
を
最
大
限
生
か
す
た
め
、
秦

野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮
称
）
へ
の
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
誘
致
と

と
も
に
、
売
店
な
ど
の
商
業
施
設
に
つ

い
て
も
、
商
工
会
議
所
や
農
協
な
ど
の

関
係
団
体
と
連
携
し
、
出
店
の
権
利
を

持
て
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
。

災害時の消防車両用給油所を設置する消防南分署

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

に
つ
い
て

問　
県
は
平
成
25
年
度
か
ら
従
来
の
補

助
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
な
補
助
制
度

の
創
設
を
検
討
し
て
い
る
が
、
本
市
の

補
助
制
度
継
続
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
費
が
低
下

し
て
い
る
た
め
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
が
、
補
助
制
度
は
24
年
度
と
同
様
に

継
続
し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普

及
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

生
ご
み
の
堆
肥
化
処
理
に
つ
い
て

問　
有
機
資
源
を
活
用
し
た
循
環
型
農

業
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
新
た
な
生

ご
み
の
資
源
化
に
取
り
組
め
る
か
実
証

実
験
を
行
う
が
、
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
で
き
た
堆
肥
の
成
分
分
析
は
実

施
す
る
の
か
。

答　
生
ご
み
に
、
副
資
材
と
し
て
牛
ふ

ん
堆
肥
を
混
ぜ
込
む
と
い
う
新
た
な
手

法
で
生
ご
み
の
資
源
化
を
図
る
。
実
験

の
方
法
は
、
生
ご
み
０
・
６
ト
ン
に
対

し
、
牛
ふ
ん
堆
肥
を
２
ト
ン
ま
た
は
３

ト
ン
の
二
通
り
に
分
け
て
、
発
酵
温
度

や
悪
臭
の
発
生
状
況
を
見
な
が
ら
、
堆

肥
化
の
可
能
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

近
隣
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
実
験
に
よ

り
資
源
化
で
き
た
堆
肥
は
、
成
分
分
析

を
行
う
。
な
お
、
実
験
場
所
は
、
周
辺

に
人
家
が
少
な
い
堆
肥
舎
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
。

新
た
な
若
手
農
業
者
の
確
保
に
つ
い
て

問　
荒
廃
遊
休
農
地
が
増
加
し
て
い
る

要
因
と
し
て
、
農
業
の
担
い
手
不
足
が

考
え
ら
れ
る
が
、
新
た
な
若
手
農
業
者

の
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う

か
。

答　
現
在
作
成
中
の
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
、
45
歳
未

満
の
新
規
就
農
者
は
、
青
年
就
農
給
付

金
な
ど
の
国
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
市
民
農
業
塾
の
修
了
生
に
対
し

て
は
、
耕
運
な
ど
に
か
か
る
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
市
独
自
の
支
援
事
業
を

新
た
に
行
う
予
定
で
あ
る
。
今
後
、
こ

れ
ら
の
支
援
事
業
な
ど
も
活
用
し
な
が

ら
、
担
い
手
と
な
る
若
手
農
業
者
な
ど

の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

花
の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
誘
客
を
図
り
、
市
民
に
安
ら
ぎ
の

場
を
提
供
す
る
た
め
、
年
間
を
通
し
て

花
を
楽
し
め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
平
成
25
年
度
は
、
震
生
湖
周
辺
の

遊
休
農
地
を
活
用
し
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ

シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
春
に
は
菜
の
花
、
秋

に
は
コ
ス
モ
ス
を
栽
培
し
観
光
客
の
目

を
楽
し
ま
せ
誘
客
に
つ
な
げ
た
い
。
ま

た
、
上
地
区
な
ら
で
は
の
田
園
風
景
や

農
村
環
境
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
形

で
花
を
活
用
し
た
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
づ
く
り
や
、
豊
か
な
自
然
と
景
観
を

生
か
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定

も
考
え
て
い
る
。

花のある観光地づくり事業で栽培された震生湖周辺の菜の花

▼
反
対
討
論

　

次
の
事
業
な
ど
に
予
算
計
上
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

①
具
体
的
な
計
画
が
な
い
西
部
総
合
職

業
技
術
校
東
側
の
元
大
秦
野
高
校
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
跡
地
の
取
得
予
算

②
活
用
計
画
の
な
い
平
沢
第
１
・
第
２

市
営
住
宅
跡
地
整
備
関
連
事
業
費

③
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
新
東
名
高
速

道
路
建
設
関
連
の
予
算

④
代
替
え
施
設
も
整
備
さ
れ
な
い
公
共

施
設
再
配
置
推
進
事
業
費

▼
賛
成
討
論

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
社
会

保
障
関
係
経
費
が
毎
年
増
加
し
て
い
く

な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
災
害

や
子
育
て
な
ど
に
対
す
る
市
民
の
安
心

や
よ
り
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
秦
野
を
創

造
す
る
た
め
の
積
極
的
な
予
算
を
編
成

し
た
こ
と
は
評
価
し
、
賛
成
す
る
が
主

に
次
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

①
景
気
回
復
が
待
っ
た
な
し
の
状
況
下

に
あ
る
市
内
の
経
済
対
策
に
つ
い
て
、

経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
国
の
予
算
を

最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
着
実
な
予
算

の
執
行
と
最
大
の
効
果
を
も
た
ら
す
よ

う
な
事
業
展
開
を
行
う
こ
と
。

②
予
算
の
執
行
過
程
に
お
い
て
は
、
再

度
事
業
の
必
要
性
、
効
果
を
確
認
し
、

不
適
切
な
予
算
執
行
を
行
わ
な
い
こ
と
。

ま
た
、
議
会
へ
は
適
時
適
切
な
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
。

③
各
種
行
政
計
画
に
つ
い
て
説
明
責
任

を
果
た
し
、
特
に
公
共
施
設
再
配
置
計

画
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
効
果
が
市
民

に
伝
わ
る
よ
う
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、

災
害
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決(

賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決(

賛
成
多
数
）

県
水
受
水
費
に
つ
い
て

問　
県
水
受
水
費
は
５
億
８
４
０
０
万

円
で
、
水
道
事
業
費
全
体
の
約
23
・
８

％
を
占
め
て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
し

て
い
く
必
要
性
は
あ
る
の
か
。

答　
大
根
鶴
巻
地
区
に
は
地
下
水
な
ど

の
自
己
水
源
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
人
口
の
約
４
分
の
１
が
住
ん
で
お

り
、
県
水
は
貴
重
な
水
源
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
本
町
、
南
、
西
地
区
な
ど

に
も
配
水
し
て
お
り
、
災
害
時
な
ど
に

お
け
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
も
重
要

で
あ
る
。

要
望　
安
価
で
安
心
し
て
飲
め
る
秦
野

の
水
道
水
を
出
前
講
座
な
ど
を
通
じ
て

若
い
世
代
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

▼
反
対
討
論

　

生
き
る
た
め
に
必
要
な
命
の
水
を
給

水
停
止
し
て
い
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

一
般
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て

問　
一
般
会
計
繰
入
金
は
、
約
１
億
７ 

５
０
０
万
円
増
額
し
て
い
る
。
医
療
費

が
年
々
増
加
す
る
中
、
国
保
財
政
の
安

定
化
に
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
は

必
要
と
思
う
が
、
今
後
の
繰
入
金
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
・
県
な
ど
の
公
費
負
担
と
国
保

の
税
収
、
一
般
会
計
の
状
況
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
財
政
担
当
課
と
そ
の
都

度
協
議
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▼
反
対
討
論

　

窓
口
で
い
っ
た
ん
10
割
負
担
す
る
資

格
証
発
行
を
や
め
、
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
賛
成
討
論

　

国
保
を
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た

め
、
医
療
に
依
存
し
な
い
市
民
を
つ
く

る
仕
組
み
を
構
築
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

上
下
水
道
の
統
合
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
度
の
上
下
水
道
の
統
合

に
向
け
、
下
水
道
事
業
の
企
業
会
計
へ

の
移
行
な
ど
、
膨
大
な
事
務
量
が
生
じ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
25
年
度
に
お
け
る

重
点
的
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
企
業
会
計
へ
の
移
行
作
業
は
、
資

産
の
評
価
、
会
計
シ
ス
テ
ム
の
検
討
、

条
例
の
改
正
が
大
き
な
柱
と
な
る
が
、

25
年
度
は
資
産
台
帳
の
整
備
の
委
託
を

予
定
し
て
い
る
。

要
望　
組
織
の
統
合
は
、
行
政
の
ス
リ

ム
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
、
効
果

は
非
常
に
大
き
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、

必
要
な
人
員
を
配
置
し
、
早
期
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

公
共
下
水
道
の
未
接
続
世
帯
と
未
収
金

の
対
策
に
つ
い
て

問　
公
共
下
水
道
処
理
区
域
内
で
あ
り

な
が
ら
、
接
続
し
て
い
な
い
世
帯
へ
の

普
及
促
進
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
未
収
金
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
未
接
続
世
帯
の
解
消
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
２
人
の
水
洗
化
嘱
託
指
導
員

に
よ
り
戸
別
訪
問
を
行
っ
て
い
た
が
、

平
成
25
年
１
月
か
ら
新
た
に
職
員
も
加

わ
り
訪
問
件
数
を
増
や
す
な
ど
、
よ
り

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
効
果
を
上

げ
て
い
る
。
ま
た
、
未
収
金
対
策
に
つ

い
て
は
、
水
道
料
金
の
徴
収
と
合
わ
せ

て
包
括
委
託
業
務
を
導
入
し
、
コ
ン
ビ

ニ
納
付
を
開
始
し
た
ほ
か
、
担
税
力
の

あ
る
世
帯
に
は
債
権
回
収
課
と
連
携
し

て
法
的
手
段
を
取
る
な
ど
、
解
消
に
努

め
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　

生
活
保
護
世
帯
の
減
免
制
度
を
従
前

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
受
益
者

負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、
都
市
計

画
税
と
の
二
重
徴
収
と
な
る
こ
と
か
ら

反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い

て問　
地
域
の
高
齢
者
の
支
援
を
目
的
と

し
て
市
内
に
５
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
24
年
度
か
ら
出
前
講
座
を
実

施
し
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
周
知
に
努
め
て
い
る
。

▼
賛
成
討
論

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健

施
設
併
せ
て
３
０
３
床
増
床
す
る
こ
と

を
評
価
し
、
ま
た
、
介
護
に
依
存
し
な

い
た
め
の
方
策
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計

予
算
特
別
委
員

委
員
長	

小　

菅　
　

基　

司

副
委
員
長	

今　

井　
　
　
　

実

　

同	

神　

倉　
　

寛　

明

　

同	

横　

山　

む
ら
さ
き

　

同	

佐　

藤　
　
　
　

敦

総
務
分
科
会

座　

長	

今　

井　
　
　
　

実

委　

員	

山　

下　
　

博　

己

　

同	

露　

木　
　

順　

三

　

同	

込　

山　
　

弘　

行

　

同	

髙　

橋　
　

照　

雄

　

同	

諸　

星　
　
　
　

光

兼
務
員	

吉　

村　
　

慶　

一

文
教
福
祉
分
科
会

座　

長	

神　

倉　
　

寛　

明

委　

員	

佐　

藤　
　

文　

昭

　

同	

吉　

村　
　

慶　

一

　

同	

野　

田　
　
　
　

毅

　

同	

横　

溝　
　

泰　

世

　

同	

高　

橋　
　

徹　

夫

環
境
産
業
分
科
会

座　

長	

横　

山　

む
ら
さ
き

委　

員	

古　

木　
　

勝　

久

　

同	

木　

村　
　

眞　

澄

　

同	

川　

口　
　
　
　

薫

　

同	

高　

橋　
　

文　

雄

　

同	

和　

田　
　

厚　

行

予算審議の方法




